
（令和３年４月１日現在）

※3　うち３名は、ちば北西部消防指令センターに派遣となります。

※1　消防総務課長兼任となります。
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２　中央消防署には、兼任特別救助隊員を１６名配置しています。
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※2　中央消防署長兼任となります。
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３　通信担当は、再任用職員を含めると１５名となります。

１　消防署の｢基礎人員比較｣は、現有車両を運用する上での本市基礎数値と実員の比較です。
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